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通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 
 

平成 29 年 5 月 12 日に公表いたしました平成 30 年 3 月期の通期連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 30 年 3 月期 通期連結業績予想と実績値との差異（平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日） 

   売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 17,622 2,200 2,225 1,382 63.64

今回発表実績（B) 17,353 1,735 1,782 1,200 55.14

増減額（B－A） △269 △464 △442 △181 

増減率（％） △1.5 △21.1 △19.9 △13.2 

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年 3 月期） 
15,444 1,906 1,997 795 35.58

（注）平成 28 年 10 月 1日付けで普通株式１株につき 2株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会 

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、平成 29 年 3月期の 1株当たり当期純利益金額を算定して 

おります。 

 

2. 差異の理由 

売上高は、概ね計画通りに推移いたしました。一方、利益面につきましては、メディア事業において、平成 30

年 1 月に初開催した格闘ゲーム大会「Evolution Championship Series:Japan」におけるスポンサー収入が想定

より下回ったこと及び運営コストが想定以上に嵩んだことに加え、デバッグ事業において、新規領域であるエン

タープライズ分野への成長を加速させるべく、人材をはじめとする積極的な先行投資を実施したことにより、営

業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表の業績予想を下回りました。 

 

以 上 


